
豊田地区 笠間地区 小菅ケ谷地区 本郷中央地区 本郷第三地区 上郷西地区 上郷東地区

データでみる栄区（栄区統計要覧）
横浜市栄区

ヨコハマ地域活動・サービス検索ナビ
～身近な地域活動を紹介します～　横浜市

わかりあえる・わかちあえる・和がある街 笠間

地域が主役となり、誰もが幸せに暮らせるまちを
みんなで目指すための計画です。

第5期さかえ・つながるプラン（栄区地域福祉保健計画）

計画期間
令和８年度～12年度笠間地区

笠間地区は鎌倉市に隣接し、JR大船駅笠間口周辺は再開発により建設された、中高層マンション、大規模商
業施設、工場が立ち並び活気にあふれています。
一方、栄区のシンボルリバーである“いたち川”が流れています。
また、当地区には長い歴史を持つ神社（青木神社、鹿島神社）が在り、鎮守様として今も地域の人々に敬拝され、
例大祭、歳旦祭等の神事が斎行されています。

スローガン

笠間地区の概要

スローガン

笠間地区

第４期までの歩み

つなプラ 取組・推進体制

～新しい街～
(駅近の街)

～自然の有る街～
(いたち川)

～伝統を守る街～
(青木神社、鹿島神社)

笠間地区の鎮守様として
静かに歴史を刻む2つの神社

再開発により大きく変貌
したJR大船駅笠間口周辺

四季折々の花が咲き、
多くの生き物が生息する
いたち川

青木神社(茅の輪)

グランシップ

カワセミ

野鳥の群れ

宮神輿
(笠間の街を渡御します)

鹿島神社(例大祭)

1 笠間連合所属の16町内会自治会•関係団体と情報の共有
2 区長との意見交換会を通し行政と情報の共有
3 区役所担当課・警察署、その他関係機関と情報の共有

笠間連合では“つなプラ”を主事業として位置づけ
社協と連携して推進する
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笠間地区総人口

6,103 世帯

16町内会自治会
12団体
3福祉団体

世帯数
自治会加入

男　7,937 名
女　8,428 名
計 16,365 名

見
守
り・美
化

食

防
災・防
犯
対
策

男女別人口全世帯数町内会自治会・
各種団体・福祉団体社協・区役所

ケアプラザかさま号

（令和７年１月現在）

安全・安心な街 行き

テーマ 成　果

通学路の安全確保

笠間跨線橋（ぐるぐる橋）袂の無料駐輪場か
らバイクを駐車禁止とした
（令和3年～令和6年 完）

笠間十字路の安全確保
通学時間１時間限定で、笠間十字路から青木
神社方向への進入を禁止し、通学路の安全確
保拡充（令和6年1月～令和7年10月実施）

小中学生対象とした
新年の書き初め展を
開催

栄書道協会のご支援により新年書き初め展の
開催、多くの小中学生から作品の応募をいた
だく（令和6年1月から毎年実施）

各種イベント
（盆踊り大会　
ペアクイズラリー等）

イベントの計画・実施
（令和6年から再開）　

◆第5期に向け残された課題
残された課題 実施目標

旧公務員宿舎の取り壊し促進と
歩道拡幅の実施　 令和10年度を目途に推進

ルリエ前歩道のバリアフリー化の
実施 令和8年度を目途に推進

担い手の育成 第5期を目途に推進

かさま号かさま号

主な取組内容

JR大船駅笠間口



豊田地区 笠間地区 小菅ケ谷地区 本郷中央地区 本郷第三地区 上郷西地区 上郷東地区

テーマ１ テーマ３

テーマ２ テーマ４

目標（将来像）

目標（将来像）

目標（将来像）

目標（将来像）

取組内容 取組内容

取組内容 取組内容

「安全安心な街づくり」「災害へ備えのある街」(地域防災)

「子どもの健全な育成と、支え見守る街」「高齢者・障がい者へ寄り添いのある街」

取組内容

笠間地区の目標と主な取組内容 笠間地区

テーマ１ テーマ３

テーマ２ テーマ４

目標（将来像）目標（将来像）

目標（将来像）目標（将来像）

【 取組内容 】 【 取組内容 】

【 取組内容 】 【 取組内容 】

① お互いに見守りあえる地域
　（遠くの親戚より身近な知人）
② 誰もが自分の地域のことに関心
を持ち、助け合っている地域

① 1人1人の子どもが元気で楽しく
自分らしく過ごせる街

② 子ども達が困りごとを抱えひと
りぼっちにならない街

③ 子育てを見守り、ぬくもりある
家族の実現を応援する

① 地域全体の防災に関する意識が
高く、日常より災害に対する備
えが出来ている
② 災害に対し地域全体で対応出来
る仕組みが構築されている
③顔の見える関係の確立

① 全ての住民が安全安心して
暮らすことが出来る街づくり

② 通学路の安全対策

● 月に1回以上参加出来る居場所をつくり誰もが主
役になれ、人と人との結びつきを深める
● 身近なサロンなど地域を越えた交流の場の充実
● 週1回の移動販売を通して日常生活の見守りを進
める
● 地域の福祉施設と年間を通し交流する
●より良い見守りを充実する為の研修を実施する

●子ども参加のイベントの企画と子どもスタッフと
しての育成

●家族や子どもの困りごとに寄り添い気軽に相談出
来る場をつくる

●あいさつは顔見知りになる第一歩
●学校、保育園と交流、懇談し課題を共有し、解決
に努める

●自然豊かな地域、心豊かな子育てを守るため、美
化活動を推進する

●地域防災拠点の有り方の検討
●防災への意識付けを目的に研修会、防災施策・訓練
の実施
●地域の企業、団体(地域ケアプラザ、区社協)、学
校を含む笠間版防災組織構築の検討
●要援護者のより良い避難支援体制の検討
●デジタルデバイスを活用した情報網の充実化

●各町内会自治会独自の防犯活動(パトロ－ル等)の
実施

●近隣住宅からの草木被害への対策(空き家法では対
処出来ない分野への取組)

●世代間の交流を深めるイベント、情報交換の場(サ
ロン等)の充実化

●通学路の安全対策への取組
●広報紙(笠間かわら版)等によりタイムリ－に各種
情報を届ける

敬老の集い

ペアクイズラリ－

研修会(防災への備え) 笠間かわら版地域防災拠点訓練 研修会(認知症への対応)夜間パトロ－ル

サロン(詐欺への対策)
かさまデイキャンプ

移動販売

子どもプ－ル(水あそびしょ！ )

 開催日
1.令和3年度笠間地区の取組について     指田 連合会長
2.地域福祉保健計画の説明     室井 栄区社協事 務局長
3.笠間版ご近所見守りチェックリスト紹介     華山 社会福祉士(ケアプラ) 
4.事例の紹介
  ・サロンでの見守り
  ・移動販売車における見守り     落合 第3P.T 自治会長
現地で活動された体験を基に，避難所での
課題，必需品等の講義，防災グッズの紹介

開催日              テ－マ 内　　　容 講　　　師

2022年
9月11日

    パング 希江 様
 　 (ファミリ－ホ－ム運営)

　子どもの見守り 様々な葛藤や思いを抱えている子ども達を
長年見守り続けているパングさんの講話

2022年
2月20日

2022年
2月20日

テ－マ 内　　　容 講　　　師

2011東日本大震災に学ぶ     佐藤 上郷地区センタ－長

    齊藤 区民児協 会長　

 開催日
1.令和3年度笠間地区の取組について
2.地域福祉保健計画の説明
3.笠間版ご近所見守りチェックリスト紹介
4.事例の紹介
  ・サロンでの見守り
  ・移動販売車における見守り
現地で活動された体験を基に，避難所での
課題，必需品等の講義，防災グッズの紹介

開催日              テ－マ 内　　　容

2022年
9月11日

　子どもの見守り　子どもの見守り 様々な葛藤や思いを抱えている子ども達を
長年見守り続けているパングさんの講話

2022年
2月20日

2022年
2月20日

テ－マ 内　　　容

2011東日本大震災に学ぶ2011東日本大震災に学ぶ

田添 眞一 大貫 由香
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令和令和令和令和444年度年度年度年度「つなプラ」研修会の予定

令和令和令和333年度年度年度「つなプラ」研修会の報告

令和3年度は「つなプラ」研修会を2回いずれも笠間ケアプラザをメイン会場としてリモ－ト形式で開催し，

大勢の方に受講して頂きました。又，研修内容を収録したUSBを町内会自治会，各種団体に配布致しました。.

令和4年度も「つなプラ」研修会を2回開催する予定です。1回目につきましては既に準備を進めており以下の

内容で実施したいと考えています。尚，今回も笠間ケアプラザをメイン会場としてリモ－ト形式で開催致します。

高齢者の緩やかな見守り

・2回目に関しましてはテ－マを防災関連とする予定で，現在開催日，研修内容，講師の検討を進めています。

年度年度はは「つなプラ」研修会「つなプラ」研修会

西南地区安全化対策取組みの状況
・2021年10月 6日 横浜市長宛 請願書提出
・2021年12月17日

・2022年 1月26日

・2022年 3月 11日

・2022年 6月28日

・2022年 7月以降

第一回検討会開催 (関係機関，民間)
「歩行者注意」 看板設置 (写真)
「児童待機場所」の設置決定 (令和4年前半設置)
無料駐車場内のバイク撤去の方向で検討(撤去目標：令和4年12月)
ぐるぐる橋架け替え時に向け，地元要望書を纏め提出予定

・2021

令和令和44年度年度の新たな取り組み令和令和4年度年度年度年度の新たな取り組みの新たな取り組み
～旧公務員住宅跡地再利用に向けた取り組み～

(1) 第四期さかえ福祉保健計画の2年目として取り組む

(2) 横浜市長に要望書提出(予定)
(3) 連合内に「プロジェクトチ－ム」の立ち上げ(予定)

(4) 笠間地区全住民を目標に署名集め実施(予定)
(5) 笠間地区選出議員への働き掛けの実施(予定)

令令和和33年年度度のの栄区第4期福祉保健計画に対し笠間町内会自治会では「各町内会自治会の持つ課題への取組み」

「研修会開催」，「連合独自の取組み」の3テ－マを推進してきました。連合独自の取組みとしては「「西西南南町町内内会会」」

の抱える課題を取り上げ行政と共に解決に向け取り組んできました。結果，一定の成果が得ることが出来ました。

令和4年度は「西南町内会」の課題解決を継続しながら、新らしい課題にも取り組みます。

笠間かわら版

1.令和3年度笠間地区の取組について     指田 連合会長
    室井 栄区社協事 務局長

3.笠間版ご近所見守りチェックリスト紹介     華山 社会福祉士(ケアプラ) 

    落合 第3P.T 自治会長
現地で活動された体験を基に，避難所での
課題，必需品等の講義，防災グッズの紹介

    パング 希江 様
 　 (ファミリ－ホ－ム運営)

様々な葛藤や思いを抱えている子ども達を
長年見守り続けているパングさんの講話

講　　　師

    佐藤 上郷地区センタ－長    佐藤 上郷地区センタ－長

    齊藤 区民児協 会長　    齊藤 区民児協 会長　

「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の予定予定予定予定予定予定

「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の「つなプラ」研修会の報告報告報告報告

いずれも笠間ケアプラザをメイン会場としてリモ－ト形式で開催し，いずれも笠間ケアプラザをメイン会場としてリモ－ト形式で開催し，

を町内会自治会，各種団体に配布致しました。

回目につきましては既に準備を進めており以下の回目につきましては既に準備を進めており以下の

内容で実施したいと考えています。尚，今回も笠間ケアプラザをメイン会場としてリモ－ト形式で開催致します。内容で実施したいと考えています。尚，今回も笠間ケアプラザをメイン会場としてリモ－ト形式で開催致します。

開催日，研修内容，講師の検討を進めています。開催日，研修内容，講師の検討を進めています。

関係機関，民間)

令和4年前半設置)
の方向で検討(撤去目標：令和4年12

地元要望書を纏め提出予定

の新たな取り組みの新たな取り組み
～旧公務員住宅跡地再利用に向けた取り組み～～旧公務員住宅跡地再利用に向けた取り組み～

年目として取り組む

連合内に「プロジェクトチ－ム」の立ち上げ(予定)

予定)
予定) 田添 眞一 大貫 由香
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この度笠間連合町内会自治会は、今年度より会員及び笠間地区住民向けの広報誌として、

「笠間かわら版」を発行することに致しました。

「笠間かわら版」は、笠間地区の情報誌として、年1，2回タイムリ－発行することと致します。

掲載内容は、連合全体に拘ること、「つなプラ」に関すること、特に地域の安全に関すること、

イベント情報等です。皆様からの寄稿をお待ち致します。

第四期福祉保健計画は、令和3年度を初年度とする5か年計画で推進されます。

9月に発行されました「ふくし笠間」に掲載されました通り、連合の下に「つなプラ推進委員会」

を設け、当連合会長 指田 弘を委員長に、当連合副会長 千葉 栄子を副委員長とし、

推進致します。 皆様のご支援ご協力をお願い致します。

令和3年度の各町内会、自治会の取組みは裏面の通りです。

各町内会自治会から令和3年度の取り組み内容に関し、裏の表の通りエントリ－して

頂きました。取組み成果は、別途報告させて頂きます。

また、必要に応じ研修会を開催させて頂きます。

笠間地区には、子どもたちの通う「スク－ルゾ－ン」として不適な場所が数か所存在致します。

その中でも「西南町内会」からの通学路が大きな問題を抱えており解決が急がれる箇所が

あります。連合町内会として今年度は西南地域を優先的に取組む所存です。

取り組み内容、その結果は、タイムリ－に報告致します。

年度の各町内会、自治会の取組みは裏面の通りです。

2021年(令和3年)11月発行（第1号）
発 行 元 ：栄区笠間連合町内会自治会
発行責任者：笠間連合町内会自治会会長編集責任者：田中 正編集委員

笠笠間間連連合合町町内内会会自自治治会会がが主主体体ににななりり推推進進‼

指田 弘

: 村松 弘一 千葉 栄子
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